
①国の衛生管理マニュアルの改訂（４月28日）に基づく対策
・変異株は、どの年齢でも感染しやすい。３密回避、マスク着用など基本対策を徹底。

・地域一斉臨時休業は、学びの保障と子を持つ医療従事者等の負担を考慮し、慎重に検討。

②「子どもたちの命と学びを守る」連絡会議メッセージの活用
・道内教育関係２５団体の連絡会議として、ＧＷ特別対策を呼びかける動画を制作。

・教育庁のツイッターや各学校における校内放送、学生、家庭等あてメールリングリストで周知。

③健康観察、感染確認及び予防措置の的確な対応
・健康観察の徹底から感染者及び濃厚接触者等の早期把握、適切な

範囲の休業等予防措置までの対応手順（タイムライン）の確認

④部活動の原則休止
・原則休止を周知徹底し、十分な感染症対策が講じられた大会等への参加と必要な練習を厳選。
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